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はじめに
　厚生労働省（2007）は、今後の看護教育において
コミュニケーション能力の向上や保健医療福祉との
連携・協働を通して看護を実践できる能力の育成に
留意したカリキュラム編成を求めている。対人援助
職としての看護師の育成を行うためには、基礎的な
対人関係スキルである学生のコミュニケーション能
力を、４年間の学生生活の中で、はぐくみ成長させ
ることを期待されるが、コミュニケーションツール
多様化等の社会的背景の中、同世代の若者同様、看
護学生の生活力や対人関係スキルの低下が指摘され
ている。いくつかの研究（橋本、2000；宮田、
2004）は、社会的スキルが対人葛藤方略の質に影響
を与え、対人関係の問題を生じやすくしていること
を示唆している。このことは、看護系学科を持つ大
学のみならず、多くの大学で学生の社会的スキル向
上の創意工夫が求められるといえよう。
　このような、学生のコミュニケーション能力向上
を目指す場合、明確な定義に基づき社会的スキルや
コミュニケーション・スキルを測定する尺度の開発、
学生の社会的スキルの実態に関する基礎研究が不可
欠である。従来、社会的スキルとして、菊池ら（1988）
がゴールドシュタインら（1989）の行動分類のリス

トに基づき作成したKiSS-18が多くの研究で用いら
れてきた。工藤ら（2007）は、看護職を目指す学生
がこの種の社会的スキルは高いが、初歩的なスキル
が低いこと、野崎ら（2002）は、看護学部１年生の
社会的スキルは１年間でほとんど変化がないこと、
山本ら（2009）は、グループ学習前後で、質問項目
によっては向上の認められるものが少なからずある
こと等を、KiSS-18を用いることで明らかにしてい
る。
　本学看護学科のカリキュラムにおいては、実習が
始まるまでに対人援助論やヒューマンケア入門等の
科目により、その基本的コミュニケーション・スキ
ルやチーム医療における調整能力の育成に力を入れ
ている。看護学生に求められる特有のコミュニケー
ション・スキルを測ることができれば、授業構成や
内容についての検討をする上でも重要な意味を持
つ。即ち、看護教員が日ごろの看護学生に対し、対
人コミュニケーションにおいて身につけてほしい基
本的行動を質問項目とする尺度を作成し、看護学生
のコミュニケーション・スキルの実際を知ることは、
看護教育のための基礎資料として不可欠である。更
に、このような看護学生のコミュニケーション・ス
キルは、看護学生の対人ストレスや職業同一化に影
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要約
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た行動」「かかわり行動」「集団への参加」「人への関心」の4因子が認められた。更に、この尺度とKiSS-18との関連を検討した結果、両
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キーワード　コミュニケーション・スキル、社会的スキル、看護学生
Key words：Communication Skill, Social Skill, Nursing Students



看護学生のコミュニケーション行動に関する研究48

響を及ぼすことが考えられる。橋本（2000）は、社
会的スキルが対人ストレスの対人劣等にのみ影響を
及ぼすことを示している。また、白鳥ら（2009）は、
大学において学生の成功体験や自信を持つ体験が、
専門職社会化に影響を及ぼすことを示唆している
が、学生の実習等での自信等が社会的スキルに影響
を受けることを考えるなら、コミュニケーション能
力が、職業同一化に影響を与えることが容易に予想
される。

研　究　１

目　的
　研究Ⅰの目的は以下の通りである。
１）看護教員が看護学生のコミュニケーション能力
として求める行動レベルでの質問項目を作成し、そ
れらを因子分析することで、看護学生のコミュニ
ケーション行動を分類する。
２）作成した看護学生の基本的コミュニケーション
尺度について、KiSS-18との関連を検討し、妥当性
の検証を行う。

方　法
１． 調査対象
　A大学に在籍する２年次・３年次・４年次の学生
155名。2008年12月に実施した。
２.　調査方法
　基本的コミュニケーション尺度：看護教員３名に
よる看護学生に身につけてほしいコミュニケーショ
ン・スキルに関する自由記述および文献検討により、
看護学生に必要なコミュニケーション・スキルや対
人関係を構築する際に必要と考えられるスキルにつ
いての50の質問項目を作成した。この質問項目に対
し「いつもそうではない」「たいていそうではない」
「どちらともいえない」「たいていそうだ」「いつも
そうだ」の５段階評価の自記式質問紙（基本的コミュ
ニケーション・スキルに関するアンケート）を用い、
調査を実施した。因子分析等にはSPSS11.0を用い
た。本尺度では得点が高いほど、コミュニケーショ
ン・スキルは高くなる。
　KiSS-18：菊池ら（1988）が作成した社会的スキ
ルを測定する尺度。スキルⅠ：初歩的なスキル、ス
キルⅡ：高度なスキル、スキルⅢ：感情処理のスキ
ル、スキルⅣ：攻撃に代わるスキル、スキルⅤ：ス

トレスを処理するスキル、スキルⅥ：計画のスキル
の6種類のスキルに関して、それぞれ３つの質問項
目、計18項目が含まれる尺度。研究参加者は、各質
問項目に対し、「いつもそうではない」「たいていそ
うではない」「どちらともいえない」「たいていそう
だ」「いつもそうだ」の５段階で回答する。得点が
高いほど、社会的スキルが高いことを意味する。
３．倫理的配慮
　調査依頼の説明を聞く意思をもった学生に集団形
式にて研究の目的・趣旨について説明を行った。調
査への参加は自由意思であり、調査の結果や調査へ
の参加状況は、コミュニケーション関連科目の単位
取得あるいは成績には一切関与しないことについて
説明を行った。調査票を配布し、同意の得られた者
へ協力を依頼した。収集された調査用紙とその入力
データは、研究者が管理を行った。

結　果
　対象ｎ＝155名、有効回答数n=147（有効回答率
94.8％）であった。最初は以下のような手続きで項
目分析を行った  1．各項目ついての反応の平均と
分布を算出し５段階評定のうち、２以下　あるいは
４以上の反応率が90％以上の項目は削除した。 2．
上位下位分析により、有意差の見られなかった1項
目を除外した。 3．因子負荷量　0.35以下の項目は
削除した。　　　
　以上の分析により、最終的に26項目がコミュニ
ケーション能力を構成する項目として残った。因子
分析の結果、最も統合的な解釈が可能であった４因
子構造を採用した。因子１は、「適切な語彙を使っ
ていますか」「話の流れに沿って質問をしています
か」等の項目への因子負荷量が高いことから、場面
を的確に判断し行動に移すことができ、また、配慮
ができる行動を示していると判断し、「状況に合っ
た行動」と命名した。因子２は「相手の表情に合わ
せて、自分の表情を変えることができますか」「身
振り手振りを話の中に効果的に取り入れています
か」などの項目に負荷量が高く、相手の話を傾聴す
る姿勢と相手に対する自分の意思を示すことができ
ることを含んでいることから「かかわり行動」と命
名した。因子３は「必要なときはリーダの役割を果
たせますか」「集団の中で自分の役割を認識できま
すか」などの項目に負荷量が高く、集団の中での自
分の役割把握や主張ができることを示していること
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から「集団への参加」と命名した。因子４は、「相
手の話に集中して聞いていますか」「人の話を聞い

ていると自信をもっていえますか」等の項目への負
荷量が高く、看護師のコミュニケーションとして重

1 2 3 4

0.696 0.112 0.072 0.105

0.621 0.235 0.269 0.099
0.615 0.206 0.172 0.168
0.559 0.127 0.208 0.198

0.553 0.311 0.194 0.047
0.537 0.104 0.406 0.131
0.481 0.141 0.188 0.17

0.407 0.278 0.122 0.196

0.168 0.649 0.124 0.118

0.236 0.631 0.184 -0.047

0.249 0.623 0.22 0.17

0.105 0.596 0.327 0.132
0.265 0.574 0.156 0.018

0.147 0.507 0.014 0.221
0.091 0.458 0.077 0.201
0.025 0.394 0.287 -0.092

0.259 0.104 0.781 0.128
0.249 0.184 0.687 0.073
0.162 0.175 0.663 0.207
0.282 0.247 0.641 -0.04
0.271 0.367 0.458 0.111
0.072 0.106 0.394 -0.044

0.082 0.104 0.064 0.82
0.234 0.068 -0.011 0.703
0.124 0.206 0.298 0.366
0.185 0.101 0.043 0.359

12.43 12.92 11.97 7.09

α 0.837 0.819 0.817 0.67

表 1　基本的コミュニケーション尺度（26項目）の探索的因子分析の結果

表２　社会的スキルの下位変数とコミュニケーション尺度の各因子との相関係数（Pearson）
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要な患者（他者）への関心を示すものであることか
ら「人への関心」と命名した。信頼性であるクロン
バックα係数は、因子１が0.837，因子2が0.819，因
子３が0.817，因子4が0.67となり、因子４の信頼性
が若干低いものの、全体として信頼性は確保されて
いることが示された。
　次に本研究で作成した基本的コミュニケーション
尺度の妥当性を検討するため、KiSS-18の６種類の
スキルとの相関を求めた。表２に示す通り、本研究
で抽出された4因子の内、第４因子の「人への関心」
は、他の因子と比べ、KiSS-18の各スキルとの相関
が低いものの、全体としては妥当性についても、十
分耐えうるものであることが示された。ところで、
相関係数だけでは、本研究で求められた各因子が、
社会的スキルの全体の中でどのあたりに位置づけら
れるのかが明らかではない。そこでコミュニケー
ション尺度の各因子を依存変数、KiSS-18の各スキ
ルを説明変数とする重回帰分析を実施した。その結
果、表３に示すように、「状況に合った行動」はス
キル６の「計画のスキル」と、「かかわり行動」は「高
度なスキル」と、「集団参加」は「初歩的なスキル」
および「高度なスキル」と偏相関係数が有意であっ
た。一方、「人への関心」に対しては、いずれのス
キルも有意な偏相関が認められなかった。
考　察
１）基本的コミュニケーション尺度の特徴
　KiSS-18における質問項目が、いくつかの行動ス
テップを含む、比較的高次の抽象的レベルで語られ
ているのに対し、本研究における基本的コミュニ
ケーション尺度を構成する質問項目は具体的な行動
レベルでの記述であった。本研究におけるような具

体的行動レベルでの記述は、膨大な数にのぼり、尺
度を構成する項目としては不適切かもしれない。し
かしながら、具体的行動であれば、研究参加者は容
易に反応でき、その解釈も極めてわかりやすい。
KiSS-18の各スキルは、多くの状況への汎用性が高
いが、その解釈は抽象的であり、わかりにくい。今
後は、具体的ではあるが、同時に複数の状況や行動
を象徴するような行動記述を精査し、尺度を構成す
る方法を探る必要があるのではなかろうか。本研究
の一つ一つの行動記述は、具体的であるが、多くの
状況や行動を象徴するものであるかを今後検討する
必要があり、完成されたものとは言い難い。
２）基本的コミュニケーション尺度の各因子の特徴
　因子１は、場面を的確に判断し、状況や相手を配
慮した言語行動をとることに関わる因子とみなした
が、６種類の社会的スキルを説明変数する重回帰分
析の結果は、因子１が「計画のスキル」と関連の強
いことを示した。計画のスキルが「何をするかを決
める」などの状況にあった決定能力を含むことから、
両者に高い関連性が認められたのではないかと考え
られる。因子２は、相手の話を傾聴する姿勢と相手
に対する自分の意思を示すことができることと関連
した因子であると考えられる。６種類の社会的スキ
ルを説明変数とする重回帰分析の結果は、因子２が
「高度のスキル」と関連の強いことを示した。この
結果は予想に反するものであった。因子２は非言語
的なレベルでのかかわり行動を示していると考えら
れるので、「初歩的なスキル」と強い関連を予想し
たが、結果は、因子２が比較的高度なスキルである
ことを示した。因子３は集団の中での自分の役割把
握や主張ができることを示していると考えられる。

表３　コミュニケーション尺度の各因子を依存変数、6種類の社会的スキルを説明変数
とする重回帰分析の結果
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重回帰分析の結果「集団参加」は「初歩的なスキル」
および「高度なスキル」と偏相関係数が有意であっ
た。集団に参加するときは、挨拶などの初歩的スキ
ルに加えて指示などの高度のスキルも求められるこ
とから当然の結果であると考えられる。一方、因子
４は、看護師のコミュニケーションとして重要な患
者（他者）への関心を示すものであるが、この因子
に対しては、いずれのスキルも有意な偏相関を示さ
なかった。他者への関心といった側面は、社会的ス
キルとは異なるので、相関が認められなかったのか
もしれない。

研　究　２

目　的
　研究２の目的は、新しいコミュニケーション尺度
で求められた看護学生のコミュニケーション能力が
対人ストレスや職業同一化にどのような影響を与え
るかについてのモデルを構築し、共分散構造分析に
よりモデル適合性を検証することである。

方　法
１ 調査対象
　A大学に在籍する２年・３年・４年次生で承諾を
得られた学生137名。研究１の調査の3か月後の2008
年３月に実施した。
２　倫理的配慮
　　研究１と同じ方法で実施した
３　調査方法
　基本的コミュニケーション尺度：研究１での最終
版である26項目版を用いた。この質問項目に対し「い
つもそうではない」「たいていそうではない」「どち
らともいえない」「たいていそうだ」「いつもそうだ」
の５段階評価の自記式質問紙（基本的コミュニケー
ション・スキルに関するアンケート）を用い、調査
を実施した。共分散構造分析にはAmos11.0を用い
た。
　対人ストレス尺度：橋本（2000）が作成した30項
目からなる対人ストレスイベント尺度。対人葛藤、
対人劣等、対人磨耗の３因子からなる。各項目に対
し、「全くなかった」から「しばしばあった」まで
の４段階で評定を求める。点数が高いほど、ストレ
スが高くなる。

　看護職傾倒尺度：看護師としての進路にどの程度
傾倒しているかを問う質問項目からなる。「１．自
分は看護師にむいていると思う」「２．自分は看護
師の道を選んでよかった思う」「３．大学で看護を
学ぶことを選択してよかったと思う」「４．講義。
演習は新しいことを学べて楽しい」「５．実習に行っ

てよかったと思う（実習に言ってみたいと思う）」
「６．自分から進んで学ぶ姿勢を持っていると思う」
「７．自分は人と関わることがやはり好きである」
の７項目からなる。各
項目に対し、「全くそうでない」「あまりそうではな
い」「ほぼそうである」「全くそうである」の４段階
で評定を求める。得点が高いほど傾倒が高いことに
なる。
　　　　
結　果
　表４には、基本的コミュニケーション尺度の各因
子と対人ストレスイベントの各因子の間の相関を示
している。基本的コミュニケーション尺度の各因子
は対人ストレスイベントの中の対人劣等との間に強
い相関を示したが、対人葛藤、対人磨耗との間には
相関は全く認められなかった。一方、基本的コミュ
ニケーション尺度の４因子と傾倒尺度の総得点の間
に関しては、状況の因子とは0.371（ｐ＜.01）、かか
わりの因子とは0.268（p<.01）、関心の因子とは0.171
（p<.05）、集団の因子とは0.376（p<.01）と、いず
れも有意な相関が認められた。以上の結果を参考に、
コミュニケーション・スキル、対人ストレス（劣等）
と傾倒に関するモデルを示したのが図１である。χ2

検定の結果は、確率水準＝0.079でモデルからのず
れは有意ではない。また、AGFIの値が若干低いも
のの、 GFI、RMSEAの両指標ともに高いモデル適
合性を示した。

表４　コミュニケーションの各因子と対人
ストレスイベントの各因子の間の相関
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考　察
　図１のモデルの中には基本的コミュニケーション
尺度に関する確認的因子分析が含まれている。その
結果は、因子１は言語行動に関わる項目のみを含む
ため、「状況に合った行動」というよりは、「状況に
合った言語行動」と命名した方がよいかもしれない。
同様に、因子２についても、非言語的なコミュニケー
ションのみを含むことから、この因子は「かかわり
行動」というより「非言語的かかわり行動」と命名
する方がよいかもしれない。これらの結果は、この
モデルで示された12項目を看護学生の基本的コミュ
ニケーション尺度の短縮版として活用する際には、
因子名の変更もあり得ることを示唆している。
　コミュニケーションと対人ストレスイベントの相
関に関する結果は、橋本（2000）の結果と同様に、
対人ストレスの中の対人劣等のみと相関があること
が認められた。対人葛藤も対人摩耗も、自分のコミュ
ニケーションの問題というよりは相手から受けるス
トレスに関する記述なので、関連性が認められな
かったのは当然の結果かもしれない。看護職への傾
倒に関しては、予想した通り、基本的コミュニケー
ション尺度のいずれの因子とも有意な相関が認めら
れた。高いコミュニケーション能力は実習等での成

功体験を増やし、結果的に看護職者としての同一性
を高めると考えられる。

結　論

　研究１の目的は、看護教員が看護学生のコミュニ
ケーション能力として求める行動レベルでの質問項
目を作成し、それらを因子分析することで、看護学
生の基本的コミュニケーション行動を分類し、尺度
を作成することであった。因子分析の結果は「状況
に添った行動」「かかわり行動」「集団への参加」「人
への関心」の４因子が認められた。この基本的コミュ
ニケーション尺度とKiSS-18との関連を検討した結
果、両尺度のすべての因子間で有意な相関が認めら
れ、妥当性が証明された。更にコミュニケーション
尺度の各因子を依存変数、KiSS-18の各スキルを説
明変数とする重回帰分析を行った結果、基本的コ
ミュニケーション尺度の各因子が社会的スキルの中
でどのように位置づけられるかが明らかとなり、最
初に予想したように初歩的スキルのみを測定してい
るわけではないことが示された。
　研究２の目的は、看護学生のコミュニケーション
能力が対人ストレスや職業同一化にどのような影響
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図 1　コミュニケーション・スキル、対人ストレス（劣等）と傾倒に関するモデル
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を与えるかについてのモデルを示すことであった。
最終的なモデルは各指標とも比較的高いモデル適合
度を示した。また、予想したように、コミュニケー
ション能力は、対人ストレスの特に対人劣等に影響
を持つこと、また、看護職への傾倒や意欲を高める
ことが示された。加えて、このモデルに含まれる確
認的因子分析の結果は、因子名の変更をも含めて、
基本的コミュニケーション尺度の短縮版の可能性を
示唆した。

引　用　文　献（掲載順）

厚生労働省（2007）：看護基礎教育の充実に関する
検討会

　　　http://www.mhlw.go.jp/shingi/2007/04/
s0420-13.html

橋本剛（2000）:大学生における対人ストレスイベ
ントと社会的スキル・対人方略の関連、教育
心理学研究、48（1）、94‐102

宮田周平（2004）：社会的スキルと対人葛藤方略の
関連、日本行動療法学会大会発表論文集、
30、168‐169

菊池章夫、堀毛一也編著（2002）：社会的スキルの
心理学‐100のリストとその理論‐、川島書
店

ゴールドスタイン、A・P ／内山喜久雄（監訳）
（1989）：スクールバイオレンス、日本文科学
社

工藤千賀子、原田真理子、櫛引美代子（2007）：G
大学看護学部における社会的スキルの実態、
北日本看護学会誌、10（1）、45‐51

野崎智恵子、布佐真理子、三浦まゆみ、千田睦美
（2002）：１年間の経過からみた看護大学生の
社会的スキルと自己効力感、生活体験との関
連、11（2）、237‐243

山本美弥、榊原千佐子、石井成郎、須賀京子（2009）：
看護学生の社会的スキル向上を目ざすグルー
プ学習の検討‐授業デザインと教員の関わり
に焦点をあてて‐、日本看護医療学会雑誌、
11（2）、17‐25

白鳥さつき（2009）：看護大学生が看護職を自己の
職業と決定するまでのプロセスの構造、日本
看護研究学会雑誌、32（1）、113‐123





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


